
高校１年生に自衛隊の仕事を紹介
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
役
立
て
る
こ
と
が
ね
ら
い
。

こ
れ
は
同
校
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

（
浜
松
市
）
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
１
年
生
１
１
８

っ
た
。

講
話
を
見
守
っ
て
い
た
佐
藤
１
士
の
在
校
時
の
恩
師
は

の
様
子
に
つ
い
て
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
説
明
し
た
。

生
徒
か
ら
は
「
ど
の
よ
う
な
試
験
対
策
を
す
れ
ば
自
衛
官

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
各

の
卒
業
生
で
現
在
は
板
妻
駐
屯
地
（
御
殿
場
市
）
第
３
４
普

衛
隊
の
任
務
を
、
写
真
な
ど
を
使
い
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く

に
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
」

し
っ
か
り
情
報
を
集
め
、
後
悔
し
な
い
よ
う
進
路
を
考
え

が
寄
せ
ら
れ
、
佐
藤
１
士
は
質
問
一
つ
一
つ
に
丁
寧
に
答
え

魅
力
を
正
し
く
丁
寧
に
紹
介
し
て
い
く
。

職
業
で
活
躍
す
る
講
師
か
ら
話
を
聞
き
、
生
徒
が
自
ら
の
キ

人
に
自
衛
官
に
関
す
る
「
職
業
講
話
」
を
実
施
し
た
。

空
佐
）
は
、
９
月
３
日
（
月
）
に
浜
松
開
誠
館
高
等
学
校

通
科
連
隊
に
所
属
す
る
佐
藤
友
津
基
１
等
陸
士
が
講
師
と
な

て
い
た
。

丁
寧
に
説
明
し
、
佐
藤
１
士
は
、
自
衛
隊
で
の
生
活
や
訓
練

て
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
た
。

と
、
た
く
ま
し
く
な
っ
た
佐
藤
１
士
の
姿
に
感
激
し
て
い
た
。

当
日
は
浜
松
出
張
所
長
・
村
上
雄
一
３
等
空
佐
と
、
同
校

村
上
３
佐
は
自
身
の
経
歴
紹
介
の
後
、
公
務
員
制
度
や
自

「
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
見
間
違
え
る
ほ
ど
成
長
し
た
。
元
気

最
後
に
佐
藤
１
士
は
集
ま
っ
た
生
徒
に
対
し
、「
自
分
で

に
な
れ
ま
す
か
」「
訓
練
は
厳
し
い
で
す
か
」
な
ど
の
質
問

学
校
と
の
関
係
を
深
め
る
と
と
も
に
、
若
者
に
自
衛
隊
の

焼津水産高校２年生が自衛隊でインターンシップ
地
を
訪
問
。
生
徒
た
ち
は
広
報
担
当
者
か
ら
基
地
の
概
要
説

今
回
参
加
し
た
の
は
、
将
来
自
衛
官
を
志
望
し
て
い
る
２

の
間
、
焼
津
水
産
高
等
学
校
（
焼
津
市
）
の
イ
ン
タ
ー
シ
ッ

て
消
火
作
業
す
る
の
は
と
て
も
大
変
だ
な
と
思
っ
た
」
と
感

い
環
境
で
任
務
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
体
感
し
て
い
た
。

学
。
生
徒
た
ち
は
格
闘
訓
練
を
見
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
よ

艦
の
任
務
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
潜
水
艦
「
う

と
話
し
て
い
た
。

る
Ｔ-

７
初
等
練
習
機
と
消
防
小
隊
を
研
修
し
た
。
消
防
小

２
日
目
は
、
御
殿
場
市
の
陸
上
自
衛
隊
板
妻
駐
屯
地
を
訪

魅
力
を
改
め
て
感
じ
た
」「
陸
・
海
・
空
す
べ
て
の
自
衛
隊

最
終
日
は
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
の
海
上
自
衛
隊
で
潜
水

品
や
設
備
に
関
心
を
寄
せ
、
食
堂
や
乗
員
の
寝
室
、
エ
ン
ジ

多
く
の
若
者
に
自
衛
官
と
し
て
入
隊
し
て
も
ら
え
る
よ
う
業

年
生
２
人
。
初
日
は
、
地
元
焼
津
市
の
航
空
自
衛
隊
静
浜
基

プ
を
支
援
し
た
。

空
佐
）
は
、
９
月
２
５
日
（
火
）
か
ら
２
７
日
（
木
）
ま
で

隊
で
は
防
火
服
を
試
着
し
、「
重
量
感
が
あ
り
、
こ
れ
を
着

ン
ル
ー
ム
な
ど
を
見
学
し
、
潜
水
艦
で
は
海
上
自
衛
官
が
狭

問
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
隊
員
が
行
っ
て
い
た
格
闘
訓
練
を
見

務
に
邁
進
し
て
い
く
。

艦
を
研
修
し
た
。
生
徒
た
ち
は
海
上
自
衛
隊
の
役
割
や
潜
水

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ど
こ
に
入
隊
し
よ
う
か
迷
う
」

明
を
受
け
た
後
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
操
縦
教
育
で
使
用
し
て
い

想
を
話
し
て
い
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
た
生
徒
た
ち
は
「
自
衛
隊
の

う
で
「
迫
力
が
あ
っ
て
す
ご
い
」
と
終
始
見
入
っ
て
い
た
。

ず
し
お
」
へ
。
艦
内
の
狭
さ
に
驚
い
て
い
た
も
の
の
、
装
備

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
各
学
校
と
親
密
な
関
係
を
築
き
、

卒業生が母校で自衛隊の魅力をＰＲ
岡
地
本
は
自
衛
隊
広
報
ブ
ー
ス
を
開
設
し
て
、
７
３
式
小
型

し
た
。

学
校
（
静
岡
市
）
で
行
わ
れ
た
「
平
成
３
０
年
度
城
南
祭
」

生
徒
た
ち
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
協
力
し
た
。

の
先
輩
か
ら
直
接
話
を
聞
き
、
訓
練
で
使
う
道
具
に
触
れ
る

け
つ
け
た
。
日
頃
の
訓
練
で
使
用
し
て
い
る
実
際
の
背
の
う

広
報
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
成
長
し
た
２
人
の
姿
を
見
た
恩
師

の
文
化
祭
な
ど
を
通
じ
て
自
衛
隊
の
魅
力
を
多
く
の
生
徒
や

ュ
ッ
ク
（
背
の
う
）
や
災
害
派
遣
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

１
等
陸
士
（
富
士
教
導
団
偵
察
教
導
隊
）
と
今
村
美
波
１
等

官
に
な
り
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

ロ
行
進
な
ど
の
訓
練
で
の
苦
労
話
や
日
々
の
業
務
内
容
な
ど

し
た
対
応
に
感
心
し
た
。
自
衛
官
に
な
っ
て
こ
れ
ほ
ど
立
派

羅
針
盤
」
と
な
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等

城
南
祭
の
会
場
は
生
徒
や
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
静

に
お
い
て
、
同
校
卒
の
自
衛
官
と
と
も
に
広
報
活
動
を
実
施

空
佐
）
は
９
月
２
９
日
（
土
）、
城
南
静
岡
高
等
学
校
・
中

を
行
い
、
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
正
し
い
理
解
の
促
進
と

に
な
る
と
は
」
と
驚
き
の
声
が
聞
か
れ
、
後
輩
は
「
制
服
姿

陸
士
（
第
３
２
普
通
科
連
隊
）
が
自
衛
隊
広
報
ブ
ー
ス
に
駆

に
つ
い
て
、
後
輩
や
来
場
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

静
岡
地
本
は
、
地
元
出
身
隊
員
と
連
携
を
図
り
、
各
学
校

ト
ラ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
隊
員
が
野
外
行
動
時
に
使
用
す
る
リ

当
日
は
、
平
成
２
８
年
度
に
同
校
を
卒
業
し
た
平
林
英
士

な
ど
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。
先
輩
の
よ
う
な
立
派
な
自
衛

の
重
さ
を
一
人
一
人
に
体
感
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
４
０
キ

か
ら
は
「
在
校
時
よ
り
も
姿
勢
が
良
く
な
り
、
し
っ
か
り
と

教
員
に
正
し
く
伝
え
て
、
自
衛
官
に
な
る
た
め
の
「
進
路
の


